






































































































































































































































































































































































































～まったくあてはまらない（1 点）” の 5 件法で評定
を求めた。
3　調査時期および手続き












タ分析の実行　には、IBM SPSS Statistics 22 なら






















































良い成績をとろうと努力した .78 1.90 （0.90）
自ら進んで継続的に勉強した .78 2.97 （1.06）




授業の宿題や課題は必ず取り組んだ .65 1.97 （0.91）
授業で使った資料などを整理した .64 2.26 （0.92）
授業に遅刻しなかった .61 2.15 （1.14）
資格取得のために勉強した .56 2.08 （1.03）




項目 1 2 平均値（S.D.）
*レポートや課題はただ提出すればいいという気分で仕上げた .84 .05 2.39 （1.09）
*単位さえもらえればよいという気持ちで授業に出た .74 .12 2.19 （1.05）
*どんな授業かを事前に調べずに履修した .68 ‒.21 2.13 （1.22）
*グループワークはただぼっと参加した .52 ‒.04 2.51 （1.22）
*授業内での先生の質問が分からない場合はそのままにした .47 .08 2.72 （1.12）
他の授業で習得した知識を活用した ‒.21 .79 2.62 （1.03）
レポートや課題は満足がいくように仕上げた .05 .70 2.31 （0.90）
総仕上げという意識で課題や制作（またはプロジェクト）に取り組んだ .15 .65 2.08 （0.99）
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